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「地域とともにある学校づくり」を目指して～Ｒ７からコミュニティ・スクールへ～ 

学校長  東 浩二 

11月１日～７日は、地域が育む「かごしまの教育」県民週間で、期間中多くの保護者・地域の方々

に、本校の様子を参観していただき誠にありがとうございました。 

さて、学校の教育活動は学校だけで完結するものではありません。様々な学校行事をはじめ、保護

者や地域の皆様の御理解・御協力がないと充実した活動、安心・安全な活動を行うことはできません。 

そこで、霧島市では令和７年度からコミュニティ・スクール(以下、ＣＳ)の制度を導入することに

なりました。ＣＳは、「学校運営協議会」を設置した学校のことであり、県内でも約８割の市ではすで

に導入されています。霧島市では、現在各学校に置かれている「学校評議員会」を「学校運営協議会」

へ移行し、スムーズな導入を目指します。 

学校評議員制度は、開かれた学校づくりに向けて一定の役割を果たしてきました。校長の求めに応

じて個人的に意見を述べてきた体制から段階的に発展し、子供たちや地域の未来に向けて学校・家庭・

地域が社会総掛かりで当事者意識をもって取り組めるよう、学校評議員を学校運営協議会委員として

任命します。このことにより、委員は校長の求めに応じて意見を述べるだけではなく、一定の権限と

責任をもって「合議体」として学校運営そのものに意見を述べることができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからは、ＣＳと地域学校協働活動(*)を一体的に進めることでその効果が大きく期待されます。

学校運営協議会の協議や熟議等の結果を踏まえ、幅広い地域住民等が参画することによって、本校の

教育活動や地域学校協働活動の充実や活性化につながるように進めていきたいと考えています。 

*：「地域学校協働活動」とは、より多くの地域住民や団体等の参画を得て、地域全体で子供たちの学びや成長を支

えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して地域と学校が相互に連携・協働して行う様々な活動です。 

【校 訓】 

自 友 明 

主 愛 朗 高 屋 山 

① みんなで子供たちを育てるため 

何のためにＣＳをやるのか？   ② 当事者意識を培うため 

                ③ どういう状態を目指すか考えるため 

 



【 第 51回文化祭 11月１日(金) 】今年度のテーマ：「輝～ステージに 58のきらめきを～」 

９月の体育大会を終えてからこの日に向けて、限られた時間の中で練習･準備を進めてきました。 

１年生の発表は「人権について考える」。「北朝鮮拉致被害者の人権」「子どもの人権」「性的マイ

ノリティに関する人権」についてプレゼンテーションで発表し、後半には「世界に一つだけの花」

を手話歌で披露し、「差別のない世界」実現へのメッセージが込められていました。 

２年生の劇は「それって当たり前？」。修学旅行を通して学んだ「戦争の恐ろしさ」。何気ない日

常が、決して当たり前ではないということを、改めて思い知らされるストーリーでした。一人何役

かを演じながら、タイムスリップの様子も見事に伝えてくれました。合唱もとても心に染みました。 

３年生の劇は「未来への一歩」。練習では自分たちでその都度振り返り、ますます成長した３年生。

進路に悩む時期ならではの内容で、進路決定に大切なことは何かを訴えてくれました。これから実際に

自分の進む道を決めることになるので、保護者と一緒に語り合う時間も大切にしてほしいと思います。 

その他、各学年代表３人による書評合戦(ビブリオバトル)、音楽のつどいで披露した１･2年生による合唱奏、

１週間後の地区中学校英語暗唱大会に出場する２人の英語暗唱の発表や、多くの展示作品がありました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 受賞おめでとう！ 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【12月行事予定】   ４日(水) ＦＡデー 

○内は校時    ６日(金) 授業参観⑤(全学年合同体育)、１･２年学級ＰＴＡ⑥、学校保健委員会 

           11日(水) 校内駅伝大会試走⑤⑥〔上床公園〕 

       14日(土) 校内駅伝大会①～③〔上床公園〕 

17日(火) 第２回学校評議員会 

           18日(水) 生徒会専門部会⑥、ノー部活動デー 

           24日(火) ２学期終業式、大掃除    

           25日(水) 冬期休業〔～１月７日(火)〕 

※ 障害者週間12月３日～９日、人権週間４日～10日、 北朝鮮人権侵害問題啓発週間10日～16日 

 

○ 倉澤  燈(２年) 

○ 防火ポスター展「霧島市消防局長賞」       宮  昊空(３年) 

○ 南日本硬筆展「鹿児島市教育委員会賞」      久保田光里(３年) 

○ 県児童生徒作文コンクール「(地区)特選」     久保田光里(３年) 

○ 市社会科作品審査会「特選」            山口 愛翔(１年) 

↑ 溝辺中 HP 

 


